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琉球大学の特徴を明確にした研究教育拠点形成

岩政輝男（琉球大学学長）

２１世紀ＣＯＥプログラムの活動はますますii斤

溌になっております。若手研究者の１１)}究成果

が続々と論文として出版されることやサマー

プログラムが軌道に乗りつつあり、瓶もしく

感じております。琉球大学のＣＯＥプログラム

は以下に述べるような特徴があり、それぞれ

めざましい発展がみられます。

IlKl際活動もいろいろな形で進められており

ますので、アジア太平洋域の研究教育拠点と

しての原型が出来上がりつつあると言って良

いのではないでしょうか。海外の研ﾂﾞﾋﾞ背が本

学で共同研究をM雌していること、翻学''2を

受け入れていること、大学院生がｲﾉiliiji的に海

外での研究や成果発表に||}かけていること、

などはその表れです。

海外でも['1際シンポジウムを開催しています。

昨年度のフランス髄ポリネシアでのＩＲＩ際シン

ポジウムに続き、今年度はシンガポールにお

いて熱帯島l1l1i↓の/１２物多様性に関するワークシ

ョップを開催しました。本学はシンガポール

｢ｉｉＩな大学の研究者とは、サンゴ礁ｲﾘ1:先、’11殻

類の分類、生態学研究などの分野で交流を進

めてきましたが、今回、若手研究背を''１心と

した交流を実施したことで一層緊密な関係を

構築することが出来ました。

活動が活溌になる''１で、その特徴を1,L失っ

てはいけません。本学の''１期目標には「i''１縄

の地理的特性をふまえつつ、最先端の特色あ

る研究を重点的に推進し、熱帯・'１K熱帯科学、

,Yiijll1jl・海洋科学で'１上界をリードするIﾘﾄ究拠点

の形成を［1桁す」と示してあります。またア

ジア太Ｗ１Ｆ域との関わりが頓要であることを

随所に述べております。ノ|其ＣＯＥプログラムは

まさにこれらの中心として活動すべきもので、

琉球大学の特徴ある重要な研究分野として大

学として支援し、将来においても継続しなけ

ればならないプログラムです。

サンゴ礁.,IHjllllliLに関する(ﾘ|:究分野は極めて

広範なものです。生物学はもとより、熱帯医学、

熱帯鰹'１ｉｔ、民俗学、地理学、島IU1l経済学など

多様な分野が対･象となりえますので、これら

を統合した研究体制を榊築することが琉球大

学の特徴ある学問研究を発展させ、若手研究

背を育成することにつながると考えております。

その''１で海外のｲﾘ|｢究機関との共同教育は近

要なポイントです。教育の国際化が期待され

る'｜'で、本学は多様な形での留学生の受け入

れを検!;､Ｉします。すでにＣ○Ｅプログラムの関

係背が'''心となってアジア太平洋域の幾つか

の大'リムと共同教育（ダブルディグリープログ

ラム、サンドイッチプログラム）に関する議

論がＩ)M始されています。繊論の進展を期待し

ます。

２１１Ｍ.ＣＯＥプログラムはいよいよまとめの

段階にさしかかります。さらに次期のプログ

ラムであるグローバルＣＯＥプログラムへの１１］

,;ｉｉｉに|('１けて、反省と工夫を壇ね、知恵を(lＬ

合って遇進すべき時期でもあります。関係者

の一同の衛起、活躍を期待しております。

－ワー


